
http://www.softcreate.co.jp/

証券コード3371

平成１９年３月期 中間決算平成１９年３月期 中間決算
業 績 説 明 資 料業 績 説 明 資 料



2

会社概要会社概要

■ 社 名： 株式会社ソフトクリエイト （Softcreate Co., Ltd.）
平成17年４月20日 大阪証券取引所ヘラクレス市場上場

■ 事業領域
●中堅企業・大手企業内部門の法人顧客を対象とした

システムインテグレーション事業及びITインフラ提供事業
●個人顧客を対象としたインターネット通信販売事業

（「特価COM」http://www.tokka.com/）

■ 本 社 ：東京都渋谷区渋谷2-22-3 渋谷東口ビル

■ U  R  L  ：http://www.softcreate.co.jp/ 

■ 資 本 金 ：828,878千円（平成18年９月30日現在）

■ 従 業 員 ： 220名（平成18年９月30日現在）
（営業80名、開発90名、ﾈｯﾄﾜｰｸ40名、管理10名）

■ 役 員 ：代表取締役会長 兼 CEO 林 勝
：代表取締役社長 兼 COO 林 宗治

取締役 5名
監査役 3名 計 10名

■ 発行済株式総数 ： 4,398,213株 （平成18年３月31日時点）
： 4,436,013株 （平成18年９月30日現在）

うち、自己株式 20,800株

14.6％645,9735.9％258,216金融機関

所有割合所有株式数所有割合所有株式数

138,600

平成１８年９月末

2.3％ 3.1％102,600外国人（外国個人除く）

平成１８年３月末

■ 株主構成：

プロダクト系SIサービス

ネットワーク構築保守サービス

受託開発系SIサービス

市販パッケージソフト提供サービス

法人向け
IT機器・周辺機器販売

個人向け
IT機器・周辺機器等販売（特価COM）

インターネット通販事業

ITインフラ提供事業

システム

インテグレーション事業

■ 事業概要：
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中間決算業績について中間決算業績について
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中間決算の売上高及び利益の推移中間決算の売上高及び利益の推移
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(単位：百万円)

中間決算業績は堅調に推移中間決算業績は堅調に推移

経常利益
経常利益

27.027.0％増％増

売上高売上高 4.54.5％増％増

純利益純利益 15.715.7％増％増
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中間決算の売上高及び売上総利益推移（セグメント別）中間決算の売上高及び売上総利益推移（セグメント別）
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97.0％636617インターネット通販事業売上高

96.9％872845ITインフラ提供事業売上高

100.7％2,5082,526ＳＩ事業売上高

108.6％313340営業利益

99.3％4,0173,990売上高

110.2％324357経常利益

105.2％1,2851,352売上総利益

計画対比
19/3期中間

当初計画

19/319/3期中間期中間

実績実績

中間決算 計画対比中間決算 計画対比

計画通りに業績は推移計画通りに業績は推移
（単位：百万円）
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売上高と経常利益の推移売上高と経常利益の推移

経常利益

(単位:百万円)

売上高

(単位:百万円)

・パソコンショップ閉店

・プロダクト販売開始

H18年3月期

・決算期変更による4ヶ月決算 H19年3月期(予想）

売上高85億円（計画）

経常利益8.3億円（計画）
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業績推移（セグメント別構成比）業績推移（セグメント別構成比）

急伸するプロダクト系急伸するプロダクト系SISIサービスサービス
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受託開発系SIサービスネットワーク構築保守サービス

ITインフラ提供事業

インターネット通販事業

市販パッケージソフト提供サービス

※15/3期～16/3期は連結業績であります。 売上総利益については、ネットワークソリューションとサーバーセンターの販管費を売上原価に含み集計しております。
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プロダクト戦略について
（プロダクト系SIサービス）

プロダクト戦略について
（プロダクト系SIサービス）
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プロダクト系SIサービスの拡大戦略プロダクト系SIサービスの拡大戦略

当社成長のドライブフォースとして、更なる拡大を目指す当社成長のドライブフォースとして、更なる拡大を目指す

収益アップ

成長ビジネス
（ソフトウェアプロダクト）

受託開発
ＩＴ機器販売

ネットワーク構築
セキュリティソリューション

事業基盤
（システムインテグレーション）

Ｚａｓｅｋ
ｉ7

X-point

Ｌ２Bloc
ker

ecbeing

X-WebＦorm
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※「イノベーター理論」より

特徴：

機能比較を顧客自らが行う

→機能説明重視

普及増時期

100

30

0 （時間）

オピニオン
リーダー

レイト
マジョリティ ラガード

導入初期

導入末期

イノベーター
（革新的採用者）

導入完了
★イノベーター導入は完了

★オピニオンリーダーの時期を迎える

普及率（％）

（初期少数採用者）

特徴：

顧客が専門家ではないため

様々なソリューション提供が必要

販売戦略ゾーン

アーリー
マジョリティ

（初期多数採用者） （後期多数採用者） （伝統主義者）

ECの普及動向ECの普及動向
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広がる
フィールド

高まる
機能

システムとプロモーションの連携
● リスティング広告連携

● アフィリエイト広告連携

SEO
対策

RSS
配信

メール
マーケティング

レコメンド
機能

ECサイト構築パッケージ

ECトータルプロデュースエンジンへ進化ECトータルプロデュースエンジンへ進化

パッケージソフトの提供からECサイトのトータルプロデュース体制の強化へ

ECソリューション「ecbeing」ECソリューション「ecbeing」

“売れる” “集客できる” 機能充実
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ウェブフォーム・ワークフローウェブフォーム・ワークフロー
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【内部統制の目的】

* 業務の有効性及び効率性
* 財務報告の信頼性
* 事業活動に関わる法令等の遵守
* 資産の保全

■ 内部統制管理

■ ワークフロー

■ ドキュメント/レコード管理

■ レポーティング

「Ｘ-ｐｏｉｎｔ」の市場ニーズ「Ｘ-ｐｏｉｎｔ」の市場ニーズ
2008年４月以降に始まる事業年度から、全ての上場会社（関連会社含む）に内部統制報告書の提出が義務付けされる。

☆レベル１ 初期

☆レベル5 最適化されている

☆レベル4 管理されている

☆レベル3 標準化されている

☆レベル2 文書化されている

■ 紙文書
■ Ｅｘｃｅｌ、Ｗｏｒｄ
■ ドキュメント管理システム

■ 紙文書
■ Ｅｘｃｅｌ、Ｗｏｒｄ

■ ＢＭＰ（ビジネスプロセスマネジメント）
■ リアルタイム・コントロール・モニタリング

■ コンプライアンス・ダッシュボード
（ＣＭＰ）

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
有
効
性

成熟度レベル

出典：Forrester Research資料に野村総合研究所が加筆したものを元に当社作成

日本の多くの企業がまだこのレベル

業務統制
財務報告に関する基幹業務に対する統制活動で、販売、製造、購買、会
計業務から、ソフトウェア開発受託や運用委託、プロジェクト管理が統
制対象。これらの業務の統制活動として決裁・承認権限の明確化（ワー
クフロー）が必要とされる。

業務統制業務統制
財務報告に関する基幹業務に対する統制活動で、販売、製造、購買、会
計業務から、ソフトウェア開発受託や運用委託、プロジェクト管理が統
制対象。これらの業務の統制活動として決裁・承認権限の明確化（ワー
クフロー）が必要とされる。

ＩＴ全般統制
販売・在庫・生産管理、財務会計といった企業の財務データに関わる基
幹業務システムが統制対象となり、これらの発生したデータが漏れなく
正しく処理、記録・保持等されていることをＩＴ業務処理統制といい、
この統制が有効に機能する環境を確保することをＩＴ全般統制と呼ぶ。

ＩＴ全般統制ＩＴ全般統制
販売・在庫・生産管理、財務会計といった企業の財務データに関わる基
幹業務システムが統制対象となり、これらの発生したデータが漏れなく
正しく処理、記録・保持等されていることをＩＴ業務処理統制といい、
この統制が有効に機能する環境を確保することをＩＴ全般統制と呼ぶ。

統制活動の概要
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紙に書くような感覚の

「ウェブ・フォーム」
一般的なHTML

「Ｘ-ｐｏｉｎｔ」の概要「Ｘ-ｐｏｉｎｔ」の概要

※※リッチクライアント→ＮＯプラグインを実現！リッチクライアント→ＮＯプラグインを実現！

親しみやすいウェブ・インターフェース親しみやすいウェブ・インターフェース
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ウェブ入力フォームの常識が変わる – 高い操作性ウェブ入力フォームの常識が変わる – 高い操作性

X-WebFormのウェブフォームは高い操作性を簡単に作成。

エンドユーザーの満足度と開発生産性を両立させます。
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紙ベース感覚のウェブフォームでワークフローを実現

経費精算

稟議・諸届

勤怠

SFA

購買

ガルーン
連携ｺﾈｸﾀ

勘定奉行
連携ｺﾈｸﾀ

「つながる！」～連携コネクタ

+X 
プラスエクス

「すぐ使える！」～ビジネステンプレート

Biz-Pack! 
ビズパック

経理部

総務部

人事部

営業部

購買部

豊富な定型
コンテンツ

他システム
との連携

ｽｰﾊﾟｶｸﾃﾙ
連携ｺﾈｸﾀ

シングルサインオン

経費精算

SFA

「Ｘ-ｐｏｉｎｔ」の概要「Ｘ-ｐｏｉｎｔ」の概要

プロアクティブ
連携ｺﾈｸﾀ
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日本オラクル株式会社との協業・・・「X-WebＦorm Developer」日本オラクル株式会社との協業・・・「X-WebＦorm Developer」

ソフトクリエイトと日本オラクルは、「X-WebForm Developer」と「Oracle JDeveloper 10g」の連携により、
操作性の高いシステムを低コストで構築できるというメリットをソフトウェア開発者に提供し、
新しいJAVA開発のデファクトスタンダードを目指す。

ソフトクリエイトと日本オラクル、国内初の「Oracle JDeveloper 10g」プラグイン
「X-WebForm Developer」を７月１１日より、日本オラクル社 ホームページよりダウンロード開始！

かんたん！

Java開発

現在、
2,000ダウンロードを突破

（平成18年10月末）
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管理サーバー

不正PC不正PC

登録された
PC

L2BManager
管理ソフト

不正アクセス
ブロック!!

MACアドレス
一覧

● 集中管理ツール
● ログ管理ツール

登録された
PC

登録された
PC

登録された
PC

不正接続ＰＣ検知・排除システム

L2Blockerの概要
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シンプル

かんたん

低価格

既存ネットワークに
差し込むだけ

Webブラウザで
管理

基本構成 ： ３８万円

追 加 ：１４万円

Ｌ２Ｂｌｏｃｋｅｒの強みＬ２Ｂｌｏｃｋｅｒの強み

Ｍ社：約８０万円

Ｎ社：約６０万円

■ 昨年度導入実績： ９０台

■ 今年度販売計画： １,０００台
（上半期300台）

小さなボディーで大規模ユーザーに対応
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～サイボウズ社のグループウェア「ガルーン２」との連携～

「ガルーン２」のスケジュール機能と
在席・離席情報が連携

「Ｚａｓｅｋｉ７」「Ｚａｓｅｋｉ７」

パソコンなどのIT資産を座席表・配置図・ネットワーク図で表現することによりIT資産管理が容易に

 

オフィスレイアウト管理機能

・内線番号表示機能
・従業員検索機能
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本資料は、平成19年3月期中間決算の業績及び今後の業績見通し、経営戦略に関する情報の提供を目的とし

たものであり、当社が発行する有価証券の投資勧誘を目的とするものではありません。

本資料に掲載されている当社の将来予想に関する事項は、現時点における情報に基づき判断したものであり、

予想に内在する不確定要因や今後の事業運営における状況変化等により変動することがあります。

なお、いかなる目的であれ、本資料を無断で複製または転送等を行わないようお願いいたします。

本資料についてのご注意本資料についてのご注意

担 当 ： 経営企画グループ IRチーム

住 所 〒１５０-０００２ 東京都渋谷区渋谷２-２２-３ 渋谷東口ビル
電 話 ０３－３４８６－０６０６ (大代表)
Ｆ Ａ Ｘ ０３－３４８６－０８７２
E-mail ir@softcreate.co.jp
ホームページ http://www.softcreate.co.jp/

本資料ならびにＩＲ（投資家向け広報活動）に関しての問合せ先本資料ならびにＩＲ（投資家向け広報活動）に関しての問合せ先


